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  ６月１８日おおはま食堂が開催されまし

た。事業が始まり２年目となりました。食堂の

運営も軌道に乗りスタッフのやる気と一体

感を保つため、おそろいのエプロンを新調し

ました。そして「大浜食堂」も「おおはま食

堂」と改名いたしました。大浜をひらがなに

することにより、やさしく、かわいらしい印象

になりました。  愛称：おおはま食堂 

  エプロンは、落ち着いた色合いのえんじ

色で、胸元におおはま食堂のロゴと、お茶碗

とお箸のマークが施されています。前回から

揃えていた赤い三角巾バンダナともバッチ

リきまっていますね。みなさんとてもお似合い

です。これでまたスタッフの結束とモチベー

ションが向上されたことと思います。これから

も活動がんばってください。 
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  ６月１８日のおおはま食堂には、NIB

放送局と五島テレビが同時に取材に

来られました。大浜地区まち協の活動

を広く知ってもらうために事務局では

常に大浜地区の方はもちろん、他地区

の方にも情報発信をしています。この

日の様子はＮＩＢ番組「news・every」

で、6/29に放送されました。五島テレ

ビ（ｹｰﾌﾞﾙﾃﾚﾋﾞ）の放送日程は、7月7

日（水）～7月13日（火）の午後7：00

頃からの番組で放送される予定です。 

  スタッフインタビューは、何度も取材

に応じているリーダー宇佐美さんが対

応してくれました。お食事に参加された

方々もインタビューされていましたが、

みなさん恥ずかしがることなく堂々と受

け答えされていました。この日のメ

ニューもお野菜たっぷりでボリュームも

栄養も満点のランチでした。参加され

た方から「一人だと食べても食べんで

もいいんだけど、ここは上げ膳据え膳

で、いろんな人の顏を見ながらおいし

い食事ができて幸せよ～毎回楽しみ

よ」と、うれしいお言葉がありました。お

おはま食堂の活動の成果が表れ、これ

ほどにも人を幸せにできる活動だとい

うことを再認識させていただきました。 
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両足を開く 

  保健福祉部会増田班では、５月下旬頃

から始まった新型コロナウイルスのワクチン

接種予約に困っている高齢者がいるので

はないかということで、現在活動中の有償

ボランティアのメニューとしてワクチン接種

予約のお手伝いを行っています。チラシ回

覧や地区放送を行ったところ、やはり予約

にお困りの方がいらっしゃいました。電話で

は聞き取りずらかったり、ＬＩＮＥは使っても接

種予約方法に戸惑う人たちのようでした。 

  予約隊として活躍しているのは増田の

わっかもん世代の方たちです！！チラシ作成

からお知らせなど、お困りの方一人一人に

寄り添い、休日や時間の余裕がある時に

予約のお手伝いを行っています。現在７件

ほどの依頼があっているようです。 いち早

く高齢者が困っていることに気づき、行動に

移す若き力。増田町にとどまらず大浜地

区、さらには五島市のわっかもん

にも広がってほしいものですね。 
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  今年度初の大浜買い物ツアーが６月22

日開催されました。この日の参加者は１５

名。みなさん４月からコロナ感染拡大予防

のため延期されていた買い物ツアーを待ち

望んでいたそうです。この日はシティーモー

ルへ行きました。買い物ツアーのいいところ

は、ワイワイみんなと出かけること、目で見て

買い物ができることではないでしょうか。 

  今年度から、毎月１回の頻度で、スタッフ

は２名体制となります。前年度は２カ月に１

回でしたが、毎月１回の頻度で買い物ツ

アーを実行するためには、同行するスタッフ

の負担を減らすことが必要となります。ス

タッフは全員で４名いますが、毎月全員で出

動するとなるとかなりの負担が考えられま

す。２名体制の交代制にすることで、今年度

は毎月1回のペースでも買い物ツアーを実

施することができそうです。 

  スタッフの協議の結果、次回は、お盆前に

ツアーを行った方がいいのではないかとな

りましたので ７月ツアーは中止です。 

  8月３日（火）を予定

しております。詳しくは、

7月後半に回覧板でお

知らせいたします。 


